
■歯科医師会館　1階大会議室

会場所在地・連絡先

会場までの交通機関

〒102-0073　東京都千代田区九段北4-1-20　　電話■03-3512-8020

公益財団法人 8020推進財団ホームページ　http://www.8020zaidan.or.jp/

■JR総武線市ヶ谷駅
■東京メトロ有楽町線市ヶ谷駅 A4出口
■東京メトロ南北線市ヶ谷駅 A4出口
■都営地下鉄新宿線市ヶ谷駅 A4出口

徒歩5分
徒歩2分
徒歩2分
徒歩2分

※駐車場のご用意がございませんので、ご来場の際は、公共の交通機関等をご利用くださいますよう、お願い申し上げます。

2-3 A2 A3

A4

A1

4

靖国通り

外濠通
り

皇居外
濠

←新宿 ＪＲ
市ヶ谷

駅

御茶ノ
水→

アルカディア市ヶ谷
（私学会館）

●

● ● ● ● ●

● ● ●

みずほ

みずほ

三
菱
東
京

U
Ｆ
Ｊ

交番
市ヶ谷

外濠公
園

↓旧 日本テレビ

日
大
本
部

り
そ
な

京
樽

麹
町
郵
便
局

一口坂

市
ヶ
谷

東
急
ビ
ル

九段下→

歯科医師会館
東京都千代田区九段北 4-1-20

8020
公益財団法人 8020推進財団学術集会

第11回フォーラム

会場所在地

日時■平成25年10月19日(土)13：00～17：30
会場■歯科医師会館　1階大会議室　主催■公益財団法人 8020推進財団

講　演1
シンポジウム／国民の歯とお口の健康
～歯科口腔保健法の成立を受けて高齢社会の中での歯の喪失予防をどう考えるか～

2



　高齢社会の本格的な到来に備え、平均寿命と健康寿命の差を縮めることが求められています。健康な歯を多く保
つことは、何でもおいしく食べられて、日常生活能力（QOL）が高くなり運動能力も増し、質の高い生活が送れるとと
もに健康寿命がのびることが、これまでの数多くの研究により報告されております。つまり歯とお口の健康を保つこ
とが「健康寿命の延伸」に繋がることとして期待が高まっています。
　歯を失う二大疾患は、う蝕と歯周病であることはご承知の通りであります。
　40歳以上の歯を失う原因は、その多くが歯周病であります。一方、子どものう蝕については、全体的に減少傾向にあ
るものの有病者率は依然として高く、小学生では50％、20歳以降では90％を超す割合となっております。
　本財団は、8020運動の25年の経過を機に国民一人ひとりが生涯にわたって、明るく健康に暮らせる社会を実現す
るため、8020達成者が50%を超える社会を目指した「8020健康長寿社会」という新たなる目標に向けて活動を展開
してきております。
　このたびの歯科口腔保健法及び各県における条例の制定を受けて、各地域においては乳幼児期から学齢期、成人
期、高齢期の各ライフステージに応じた歯科医療施策の推進に向けた策定が進められていることと存じます。
　第11回フォーラムでは、フッ化物応用はじめう蝕及び歯周病についての最新の予防法についての講演をいただ
き、高齢社会の中での歯の喪失防止をどう考えるか、8020健康長寿社会の実現に向けて、参加者とともにその方策
を討議します。

［総合司会］
■公益財団法人 8020推進財団常務理事

佐藤　徹

テ ー マ

主 催

後 援

開 催 日 時

開 催 場 所

参加対象者

参 加 費

定 員

申 込 方 法

お 問 合 せ
申 込 先

公益財団法人 8020推進財団

（公社）日本歯科医師会、 （公社）日本歯科衛生士会、 （公社）日本歯科技工士会、
（一社）日本学校歯科医会、 （一社）日本歯科商工協会、 （公社）母子保健推進会議、
（一社）日本家族計画協会、 （公社）日本栄養士会、 （公財）母子衛生研究会、
（一社）日本食生活協会、 （一財）日本公衆衛生協会　　　　　　　　　[ 順不同 ]

歯科医師、歯科保健関係者、行政関係者、教育関係者、医療関係者、一般参加者等

無　料

250名

㈱社会保険研究所
〒101-8522　東京都千代田区内神田2-4-6  ＷＴＣ内神田ビル
電話　03-3256-8934　FAX　03-3252-7971

（予定）

趣　　旨　

平成25年9月30日(月)までに、別紙申込書にご記入の上、ＦＡＸにて、お申込みください。
■定員は250名で、申込は先着順とします。改めて参加証はお送りいたしません。
■会場の関係でお断りする場合はご連絡いたします。

国民の歯とお口の健康
～歯科口腔保健法の成立を受けて高齢社会の中での歯の喪失予防をどう考えるか～

平成25年10月19日(土)午後1時～同5時30分　(12時30分受付開始)

歯科医師会館　一階大会議室
〒102-0073　東京都千代田区九段北4-1-20
電話　03-3512-8020　FAX　03-3511-7088

シンポジウム

12：30～ 受付開始

13：00～ 開会のことば
挨　拶

講　演13：15～13：45（30分）

（15分）

講　演13：45～14：15（30分）

講　演14：15～14：45（30分）

講　演14：45～15：15（30分）

講　演15：15～15：45（30分）

講　演15：45～16：15（30分）

16：15～16：30 休　憩

シンポジウム

閉会のことば

（15分）

16：30～17：30（60分）

17：30

「カリエスフリー、むし歯0社会について（仮）」

「フッ化物応用によるう歯予防（仮）」

「定期歯科検診と歯周病予防、特にだ液検査について（仮）」

「歯周病予防検査はどうあるべきか、特に細菌検査について（仮）」

「歯科口腔保健の推進に関する法律について」

「県条例に対する具体的取組みをどう考えるか（仮）」

■大阪歯科大学教授...............................................................神原 正樹
■日本大学客員教授...............................................................小林 清吾
■鶴見大学歯学部教授...........................................................花田 信弘
■新潟大学大学院医歯学総合研究科教授............................吉江 弘正
■厚生労働省医政局歯科保健課課長補佐............................小椋 正之
■埼玉県歯科医師会理事.......................................................三木 昭代

■公益財団法人 8020推進財団専務理事............................深井 穫博

時　間 （所用時間） 演題・演者内　容

座長■公益財団法人 8020推進財団専務理事....................深井 穫博

ゼロ
う 蝕 予 防

歯周病予防

歯科口腔保健法と都道府県条例

歯科口腔保健法の成立を受けて高齢社会の中での歯の喪失予防をどう考えるか

■公益財団法人 8020推進財団常務理事............................佐藤　　徹
■公益財団法人 8020推進財団副理事長............................山科　　透

■大阪歯科大学教授...............................................................神原 正樹

■日本大学客員教授...............................................................小林 清吾

■鶴見大学歯学部教授...........................................................花田 信弘

■厚生労働省医政局歯科保健課課長補佐............................小椋 正之

■埼玉県歯科医師会理事.......................................................三木 昭代

■新潟大学大学院医歯学総合研究科教授............................吉江 弘正

開催要項 プログラム
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〒　　　　ー

平成25年9月30日(月)までに
FAXにてお申込みください。

参加申込書
第11回フォーラム8020

■定員は250名で、申込は先着順とします。改めて参加証はお送りいたしません。
■会場の関係でお断りする場合はご連絡いたします。

〒101-8522  東京都千代田区内神田2-4-6  WTC内神田ビル
TEL 03-3256-8934（直）　FAX 03-3252-7971

株式会社  社会保険研究所　企画第一部

公益財団法人 8020推進財団学術集会

団体・会社名
または職 業

ご 氏 名

ご 住 所

電 　 話

Ｆ Ａ Ｘ

お問合せ
申込み先


